
別紙様式１         記入例と注意事項 

連合農学研究科教員資格審査個人調書 

（令和  年  月  日作成） 

希 望 す る  
専 攻 等  

専攻      大講座（専門分野        ） 
（教育研究分野の内容） 
 

希 望 す る  
申 請 資 格 

□ 主指導教員資格    連大指導教員資格の有無  □有 □無 

□ 指導教員資格 

人文社会科学系教員資格審査の適用 □  

ふ り が な  
氏 名 

 
 

（     才） 
昭和  年  月  日生 

所 属 部 局  
講座等・職  

        大学 

担当修士課程         研究科      専攻（分野等：           ） 

学歴・職歴（学歴は大学学部卒業から記入し、職歴は学歴の次に区別して記入） 
年  月    事     項 

学 歴 
平成 3 年 3 月 茨城大学農学部○○学科 卒業 
平成 3 年 4 月 茨城大学大学院農学研究科 修士課程 入学 
平成 3 年 3 月 茨城工大学大学院農学研究科 修士課程 修了 
平成 5 年 4 月 東京農工大学大学院連合農学研究科 博士課程 入学 
平成 8 年 3 月 東京農工大学大学院連合農学研究科 博士課程 修了 
        職 歴 
平成 8 年 3 月 宇都宮大学助手 農学部 
平成 10 年 4 月 ワシントン州立大学 ○○学部○○研究員 兼職（平成 11 年 3 月まで） 
平成 18 年 4 月 宇都宮大学助教授 農学部 
平成 19 年 4 月 宇都宮大学准教授 農学部（職階名変更） 
平成 19 年 4 月 東京農工大学准教授 大学院連合農学研究科 兼職（現在に至る） 
※担当の発令は、茨城大学・宇都宮大学の教員は【兼職】、東京農工大学の教員は【兼務】です。 

業

績

概

要 

学位の名称    大学  博士（○○学） （平成  年  月取得） 

学位論文名  

論文・著書 
論 文    編（最近５年  編）・ 著書    編（最近５年  編） 
その他    編（最近５年  編） 

学会賞等の名称  

学会及び社会

における活動 
 

  

原則として元号（和暦）で記す。 
外国人については西暦で記す

ことも可。 

令和 3 年１１月**日作成 



◆作成年月日についての注意事項 
最初は実際に調書を作成した日付を記入する。 
審査の過程で（審査委員等の指示により）修正を加えた場合には、修正した日付に改める。 
氏名欄の右欄にある年齢は，作成日現在での年齢を記載する． 

 
◆希望する専攻等の欄の注意事項 
１）希望する専攻等の欄には、「国立大学法人東京農工大学学則」第 70 条別表５の３の専攻及

び大講座の中から、所属しようとするものを記入する。 
２）「専門分野」は 10 文字程度で簡潔に、「教育研究分野の内容」は、研究テーマを含めて、学

生の研究指導を行う分野を具体的に簡潔に記入する。 
 

◆学歴・職歴の欄の注意事項 
１）職歴の欄には、部局・職名等についても明記する。 
２）東京農工大学大学院連合農学研究科の担当に係る発令については、茨城大学・宇都宮大学

の教員は【兼職】、東京農工大学の教員は【兼務】と記入する。 
 

◆業績概要欄の注意事項 
１）論文の欄には、別途定める審査制のある学術誌*に発表された原著論文の総数、及び最近 5

ヶ年の数（内数）を記入する。 
２）著書の欄には、学術著書の総数、及び最近 5 ヶ年の数（内数）を記入する。 
３）その他の欄には、論文及び著書に含まれない業績（総説、解説、報告や審査制のない雑誌

に発表された原著論文）の総数、及び最近 5 ヶ年の数（内数）を記入する。 
４）最近５ヶ年の定義としては、夏（原則７月）に審査を受ける場合には審査の５年前の４月

１日から審査を受ける年の３月末まで、冬（原則２～３月）に審査を受ける場合には審査

の５年前の１０月１日から審査を受ける前年の９月末までに公表あるいは受理されたもの

とする。（例：2016 年 7 月に審査を受ける場合には 2011 年 4 月 1 日から 2016 年 3 月 31
日の間に公表あるいは受理されたもの、2017 年 3 月に審査を受ける場合には 2011 年 10
月 1 日から 2016 年 9 月 30 日までに公表あるいは受理されたものが該当する。） 

５）論文・著書・その他の欄で算入することができるのは，既発表のもの及び受理されたもの

に限り，投稿準備中のものや投稿済審査中のものについては算入することができない。 
６）論文・著書・その他の欄の数字は，次ページ以降の業績一覧に掲載された論文等の数と一

致させる。 
７）学会賞等の名称の欄には、受賞した賞名・学会等名称・受賞年月を記入する。 

 
◆学会及び社会における活動欄の注意事項 

１）主な所属学会名及び役職名等を記入する。（役職名は実績がある場合） 
２）官公庁，自治体等で担当している委員等を記入する。（実績がある場合） 
３）NGO，NPO 等での活動を記入する。（実績がある場合） 

 
* 「教員資格審査及び教員資格再審査に係る学術誌の認定基準の申合せ」（平成 29 年 3 月 1 日第

94 回教授会承認）参照。人文社会科学系教員資格審査については，「人文社会科学系教員資格審

査における業績評価についての申合せ」（平成 29 年 3 月 1 日第 94 回教授会承認）参照。 



（１）教育研究分野に関する主な業績（このページ内におさめること） 
（著者、題目、学術誌名（発行者等）、巻（号）、開始及び終了のページ、発表年の順に記載） 
論文 
1. Takayanagi, M., Hamaguchi, H., *Tasumi, M. “Probe-frequency dependence of the resonant inverse Raman 

band shape,” Journal of Chemical Physics (American Institute of Physics), 89(7), 3945-3950 (1988), 
doi:10.1063/1.454875. 

2. Takayanagi, M., Gejo, T., *Hanazaki, I. “Torsional potentials of 2,2'-bithiophen in a supersonic free jet,” 
Journal of Physical Chemistry (American Chemical Society), 98(49), 12893-12898 (1994), 
doi:10.1021/j100100a014. 

 
 
 
 
 
 

・ 
 

・ 
 

・ 
 
 
 
 
 
    申請者にアンダーライン 
    Corresponding Author に星印 
    過去５年間に発表した論文の番号に星印 
    doi がある論文は記すこと 
 
 
 
 
 15． Bai, W., Yoshimura, N., *Takayanagi, M., “Quantitative analysis of ingredients of blueberry fruits by near-

infrared spectroscopy,” Journal of Near Infrared Spectroscopy (IM Publications), 22(5), 357–365 (2014), 
doi:10.1255/jnirs.1129. （発行当時の出版社名を記載。この雑誌は、現在は SAGE Publications が発行。） 

*16． *Nishimura A., Weller H., Maruoka H., Takayanagi M., Ushiki H., “Dynamics of a dry-rebounding drop: 
observations, simulations, and modeling,” Open Physics (De Gruyter Open Access), 16(1) 271-284 (2018), 
doi:10.1515/phys-2018-0039. （Open Access の雑誌に掲載でも条件を満たす場合は記載可） 

*17．坂本幸祐，菅野麻奈美，吉村季織，*高柳正夫，「赤外分光法と新規判別分析によるセルロース繊
維種の判別」，日本コンピュータ化学会論文誌（日本コンピュータ化学会），17(5), 225-227 (2018), 
doi:10.2477/jccj.2018-0058. （条件を満たす雑誌に発表した和文論文も記載可） 

*18． Katsu S., Ito S., Yoshimura N., *Takayanagi M., “Variation in near-infrared spectra of water containing 
polyhydric alcohol,” Journal of Solution Chemistry (Springer), 48(11,12) 1564–1575 (2019), 
doi:10.1007/s10953-019-00928-5. 

*19． Kajino A., Bai W., Yoshimura N., *Takayanagi M., “Identification of peach and apricot kernels for traditional 
Chinese medicines using near-infrared spectroscopy,” Vibrational Spectroscopy (Elsevier), 113, 103202 (2021), 
doi:10.1016/j.vibspec.2020.103202. （論文番号で掲載の場合の書き方） 

*20. Saito K., Yamagata T., Kanno M., Yoshimura N., *Takayanagi M., “Discrimination of cellulose fabrics by 
infrared spectroscopy and a newly developed discrimination analysis,” Spectrochimica Acta Part A (Elsevier), 
257, 119772 (2021), in press, doi:10.1016/j.saa.2021.119772. （受理されていない論文は記載不可） 

 
主指導教員資格の場合には 20 報以上（過去５年間発表のもの 5 報以上を含む）、指導教員資格

の場合には 10 報以上（うち過去５年間発表のもの 3 報以上含む）をこのページに記載すること。
必要に応じて、小さな文字（9 pt 位まで）を用いても良い。 
 



◆（１）教育研究分野に関する主な業績欄の注意事項 
１）このページには、前のページの業績概要の「論文・著書」欄に算入した業績のうち、最近５

年の業績を含む主な業績を記載する。このページに記載しなかった業績は、次のページ以

降に記載する。 
２）「（１）教育研究分野に関する主な業績」への記入については、以下を配慮すること。連合

農学研究科の資格審査委員会および代議員会では，このページの「（１）教育研究分野に関

する主な業績」と次ページ以降の「（２）前記（１）以外の主な業績」の双方を用いて審査

を行うが，教授会，全学の教員評価機構，教育研究評議会では「（１）教育研究分野に関す

る主な業績」のみを資料として審査が行われる。したがって，「（１）教育研究分野に関す

る主な業績」を見るだけで資格要件が満たされていることが確認できるようにまとめるこ

とが好ましい．特に，最近５年間の資格要件（主指導教員資格 5 編以上，指導教員資格 3
編以上）については，このページのみで確実に確認できるように配慮する。 

３）業績は、論文、著書、その他に区分して、それぞれ発表年の古い順で記載する。 
４）共著の場合は、本人の氏名を含めてすべての著者の氏名を、論文、著書等に記載された順

で記入し、本人の名前にアンダーラインを引く。 
５）英文論文の場合、著者名は姓名の順で記載する。 
６）英文論文のタイトルで大文字とするのは、タイトルの最初の文字と固有名詞の最初の文字

など大文字で記すこととなっている文字とする。 
７）英文の雑誌名はイタリックで記載する。和文の雑誌名はイタリックにする必要はない。 
８）巻（号）の（号）は、省略可。 
９）冊子体が存在しない電子ジャーナルやビデオジャーナルの場合には、「開始及び終了のペー

ジ」の代わりに当該論文の識別番号等（DOI でも可）を記載する（前ページの 20．を参照）。 
１０）発行者等には、その雑誌を発行している学会名、出版社名等を必ず記載する。（学会が編

集して出版社を通じて発行しているような場合には，少なくとも一方を記載する。両者を

記載しても差し支えない。） 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）前記（１）以外の主な業績 
（教育研究分野に関する主な業績欄に記載したものを除き、著者、題目、学術誌名（発行者等）、

巻（号）、開始及び終了のページ、発表年の順に記載） 

論文（（１）から引き続きの場合には連番） 
21. Takayanagi, M., Hamaguchi, H., Tasumi, M. “Simulation of the probe frequency dependence of the resonant 

inverse Raman band shape: A vibronic approach,” Chemical Physics Letters (Elsevier), 128(5,6), 555-558 
(1986), doi:10.1016/0009-2614(86)80672-8. 

・ 

・ 

・ 

 

著書 

1. 高柳正夫，「新訂 初歩からの化学」，（単著，260 ページ），NHK 出版，2012.3.20．（和書，単

著の場合） 

2. Takayanagi M., “Near-Infrared Spectroscopy,” in “Introduction to Experimental Infrared Spectroscopy: 

Fundamentals and Practical Methods,” edited by Tasumi M., Sakamoto A., Chapter 18, pp.253-267, Wiley, 

2014. （洋書、分担執筆の場合） 

3. 高柳正夫，「近赤外分光法」，（分担執筆，長谷川健，川﨑英也，中原佳夫・編，機器分析ハンド

ブック－有機・分光分析編，第５章，pp. 136-156），化学同人，2020.4.22．（和書，分担執筆の場

合） 

 

 

・ 

・ 

・ 

 

その他 

1.  

・ 

・ 

・ 

 

 



 
 

 


